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契
沖
書
入
本
源
氏
物
語
の
探
索

｜
｜
養
寿
庵
旧
蔵
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

池

回

利

夫

契
沖
の
源
氏
物
語
へ
の
注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
源
註
拾
遺
で
あ
り
、
こ
れ
は
契
沖
の
晩
年
、
元
禄
九
年
七
月
十
九
日
、
五
十
七
歳
の
折
に
草
稿
を
成

し
た
上
、
翌
々
年
の
同
十
五
年
正
月
五
日
に
一
校
を
終
え
て
完
結
し
て
い
る
。
契
沖
は
元
禄
十
四
年
一
月
二
十
五
日
に
六
十
二
歳
で
入
寂
し
て
い
る
か
ら
、
丁

- 84ー

度
そ
の
満
三
年
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
契
沖
が
国
文
学
の
研
究
に
本
格
的
に
取
組
み
出
し
た
の
が
、
万
葉
代
匠
記
執
筆
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

が
四
十
歳
を
過
ぎ
た
、
い
わ
ば
比
較
的
後
年
に
端
を
発
し
て
い
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
代
匠
記
初
稿
本
に
筆
を
執
り
始
め
て
二
年
程
経
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
貞
享
二
年
、
即
ち
四
十
六
歳
の
三
月
に
、
源
氏
語
葉
略
解
と
も
言
う
べ
き
源
偶
篇
二
冊
が
書
か
れ
て
い
る
。
奥
書
に
よ
っ
て
こ
れ
が
「
源
氏
の
詞
を
見

安
く
し
て
う
ひ
ま
な
び
の
便
と
も
な
ん
」
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
巻
別
い
ろ
は
順
に
語
句
を
排
列
し
、
略
注
を
加
え
た
形
式
は
、
元
和
年
間
の
古

活
字
版
か
ら
当
時
ま
で
に
も
数
種
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
大
和
調
」
「
大
和
詞
大
成
」
の
類
を
明
ら
か
に
襲
っ
て
い
る
上
、
ま
た
解
釈
の
内
容
は
、
殆
ん
ど
が
湖

月
抄
の
受
け
売
り
で
あ
っ
て
、
契
沖
の
新
見
が
極
め
て
乏
し
い
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
契
沖
の
源
氏
学
は
、
さ
き
の
源
註
拾
遺
ま
で
の
十
年
余
の

聞
に
、
北
村
季
吟
説
の
安
易
な
受
容
か
ら
、
そ
れ
へ
の
批
判
の
書
を
述
作
す
る
に
至
る
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
元
禄
九
年
、
旧
著
と
し
て
既
に

自
身
不
本
意
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
源
偶
篇
が
、
「
源
氏
大
和
言
葉
巻
」
と
改
題
さ
れ
、

著
者
の
名
も
な
し
に
京
都
、

江
戸
の
書
障
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
、

恐
ら
く
契
沖
の
関
知
し
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

契
沖
が
注
釈
書
を
成
す
準
備
作
業
と
し
て
、
あ
る
い
は
執
筆
ノ
l
ト
、
資
料
集
成
と
し
て
本
文
へ
の
書
入
本
を
作
製
し
た
の
は
、
代
匠
記
、
古
今
儀
材
抄
に



対
す
る
寛
永
板
本
万
葉
集
（
自
筆
）
、

正
保
板
二
十
一
代
集
（
写
し
）
へ
の
書
入
が
三
手
文
庫
に
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
も
知
ら
れ
る
が
、

源
註
拾
遺
の
よ
う
に

湖
月
抄
へ
の
逐
条
的
な
私
案
の
開
陳
と
い
う
内
容
か
ら
推
察
す
る
と
、
湖
月
抄
へ
の
書
入
本
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
同
じ
く
季
吟
の
大
和
物
語
拾

穂
抄
へ
の
書
入
に
始
ま
る
ら
し
い
大
和
物
語
へ
の
書
入
本
の
存
在
（
三
手
文
庫
蔵
）
は
、
こ
の
想
定
を
一
層
確
か
な
も
の
に
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、

湖
月
抄
に
書
き
入
れ
た
段
階
の
以
前
か
以
後
か
、
あ
る
い
は
書
入
を
あ
く
こ
と
な
く
繰
り
返
す
契
沖
の
態
度
か
ら
見
て
そ
の
前
後
の
時
期
そ
れ
ぞ
れ
両
方
に
、

源
氏
物
語
本
文
へ
の
書
入
本
が
存
在
し
た
こ
と
も
、
容
易
に
推
定
さ
れ
る
。
決
し
て
根
拠
の
な
い
推
定
で
は
な
い
。

今
井
似
閑
は
、
契
沖
書
入
本
源
氏
物
語
の
存
在
を
ど
う
も
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
似
閑
が
、
現
に
三
手
文
庫
に
蔵
す
る
似
閑
本
代
匠
記
、
古
今
除
材
抄
の

奥
に
書
付
け
た
契
沖
業
績
表
と
も
称
す
べ
き
書
目
一
覧
は
書
入
本
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
物
語
で
は
、
竹
取
、
伊
勢
、
大
和
、
宇
津
保
の
各
物
語
と
、
栄
花

物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
源
氏
の
名
は
見
え
な
い
。
似
閑
は
「
此
外
家
集
な
と
に
書
入
多
け
れ
と
く
た
く
た
し
け
れ
は
か
与
す
」
と
書
き
添
え
て
い

る
が
、
源
氏
物
語
の
よ
う
な
浩
織
な
作
品
を
こ
の
「
家
集
な
ど
」
の
中
に
入
れ
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
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0
0
 

一
方
、
契
沖
の
遺
著
や
そ
の
写
し
は
海
北
若
沖
に
も
多
く
伝
え
ら
れ
た
。
遺
書
は
夙
に
散
侠
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
書
目
は
今
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
閣
文
庫
に
蔵
す
る
袋
綴
の
写
本
一
冊
、
外
題
に
「
圃
珠
巷
契
沖
師
行
賞
弁
遺
書
目
録
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
圃
珠
庵
遺
書
目
」
と
内
題
に
あ

る
目
録
は
「
附
門
人
海
北
若
沖
」
と
注
記
さ
れ
て
い
て
、
二
人
の
蔵
書
に
区
別
の
な
い
の
が
難
点
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
書
名
の
下
に
細
注
を
施
し
て
あ
る
の

が
便
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
彰
考
館
蔵
の
「
若
沖
蔵
書
目
録
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
筆
頭
に
見
え
る
「
一
高
葉
代
匠
記
時
一
川
誠
吠
川
」
「
一
同
素
本
開
耕

輔
店
二
十
」
な
ど
は
代
匠
記
の
成
立
や
伝
来
に
一
資
料
を
加
え
る
し
、
「
一
朝
も
よ
ひ
諸
制
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
ぬ
契
沖
の
作
品
で
あ
る
。
最

も
多
い
の
は
「
一
騎
蛤
日
記
槻
伸
一
三
」
「
一
更
級
日
記
額
一
一
」
の
類
で
、
源
氏
に
関
し
て
は
「
一
源
氏
物
語
藷
蛸
書
」
と
見
え
る
。
「
首
書
」
と
す
る
の
は
こ
れ

の
み
で
あ
る
が
、
契
沖
書
入
の
あ
る
源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
、
若
沖
は
手
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
後
、
こ
の
本
の
消
息
を
聞
か
な
い
。

契
沖
の
伝
記
研
究
の
上
で
、
明
治
時
代
に
先
駆
的
役
割
を
果
し
た
宇
田
川
文
海
は
、
大
正
十
二
年
十
月
十
日
に
至
っ
て
、
嘗
て
契
沖
が
延
宝
二
年
、
三
十
五

歳
の
時
よ
り
数
年
閑
居
し
た
、
泉
州
高
町
の
伏
屋
長
左
衛
門
旧
宅
へ
初
め
て
赴
い
た
。
そ
こ
で
文
海
は
、
契
沖
書
入
と
お
ぼ
し
き
源
氏
物
語
を
披
見
し
た
の
で

あ
る
。
大
正
十
四
年
八
月
刊
、
宇
田
川
翁
喜
寿
記
念
会
発
行
の
「
喜
寿
記
念
」
と
題
す
る
本
の
「
阿
梨
闇
契
沖
追
加
」
の
章
、
「
（
二
）
伏
屋
」
の
項
を
少
し
長



い
が
引
用
し
よ
う
。

此
の
外
に
阿
闇
梨
の
書
と
言
ひ
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
「
源
氏
物
語
」
に
小
註
を
加
へ
た
小
形
の
写
本
（
端
本
）
が
、

一
冊
あ
っ
た
。
時
聞
が
な
い
の
で
細

に
目
を
通
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
私
の
眼
に
は
阿
閣
梨
の
筆
に
成
た
も
の
と
し
て
映
っ
た
。
又
、
数
冊
の
写
本
が
あ
っ
た
。
是
は
源
氏
物
語
の
一
の

巻
を
一
冊
に
書
き
、
是
に
朱
に
て
傍
註
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
何
と
も
一
吉
へ
ぬ
が
、
傍
註
の
朱
書
は
阿
闇
梨
の
書
風
に
見
ら
れ
た
。
其
所
に
出

さ
れ
た
の
は
、
東
屋
、
崎
蛤
、
手
習
、
早
蕨
、
総
角
の
五
巻
で
あ
っ
た
。
私
の
考
で
は
、
阿
闇
梨
は
此
家
に
閑
居
の
中
に
、
国
学
を
研
究
し
、
源
氏
物
語

に
も
精
通
し
、
前
の
小
冊
子
に
小
註
を
試
み
、
更
に
一
の
巻
を
一
冊
に
書
い
て
、
之
に
細
註
を
加
へ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
っ
た
。
市
し
て
、
「
此

の
写
本
は
是
だ
け
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
主
人
は
首
を
捧
て
「
イ
ヱ
、
此
の
写
本
は
大
本
と
小
本
と
二
様
あ
っ
て
、
総
計
五
十
冊
以
上
、
契
沖
阿
闇
梨

文
庫
と
書
い
た
、
古
い
一
の
本
箱
に
入
れ
て
あ
る
の
を
、
上
か
ら
抜
い
て
是
だ
け
持
て
来
た
の
で
す
」
と
云
ふ
答
、
私
は
五
十
冊
以
上
と
聞
い
て
、
源
氏

が
全
部
註
さ
れ
て
あ
る
事
を
知
り
、
い
よ
い
よ
興
味
を
持
っ
た
が
、
全
部
を
出
し
て
貰
っ
て
、
目
を
通
す
暇
が
な
か
っ
た
か
ら
、
仔
細
の
鑑
定
は
再
来
の

日
を
約
し
て
、

「
是
が
阿
閣
梨
の
手
に
成
た
も
の
な
ら
ば
、
後
に
阿
関
梨
の
著
は
さ
れ
た
『
源
註
拾
遺
』
の
原
稿
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
阿
閣

po 
oo 

梨
の
遺
物
と
し
て
、
尤
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
切
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
だ
け
言
ひ
お
い
た
。

結
局
文
海
が
見
た
の
は
僅
か
一
部
で
、
文
字
通
り
一
見
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
「
是
が
阿
闇
梨
の
手
に
成
た
も
の
な
ら
ば
」
と
い
さ
さ
か
自
信
な
げ
な
言

い
ま
わ
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
所
蔵
が
伏
屋
宅
で
あ
り
、
契
沖
阿
関
梨
文
庫
と
書
い
た
古
い
本
箱
に
五
十
冊
以
上
も
あ
る
と
聞
け
ば
、
契
沖
自
筆
書
入
本
の
源

氏
物
語
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
伝
来
か
ら
考
え
て
、
若
沖
の
見
た
源
氏
と
は
異
な
る
ら
し
い
が
、
当
然
、
十
分
な
検
討
を
加
え
る
べ
き
伝
本
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
本
は
、
戦
後
に
な
っ
て
坊
間
に
あ
ら
わ
れ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

久
松
潜
一
博
士
の
「
契
沖
伝
」
に
は
、
さ
き
の
若
沖
蔵
書
中
の
源
氏
物
語
契
沖
首
書
本
へ
の
言
及
と
、
文
海
が
、
伏
屋
で
見
た
と
い
う
書
入
本
の
簡
単
な
紹

介
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
見
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

人
物
叢
書
所
収
の
「
契
沖
」
略
年
譜
、
元
禄
九
年
の
条
に
「
『
源
氏
物
語

五
十
四
帖
』
（
契
沖
自
筆
書
入
・
伏
屋
家
旧
蔵
）
は
こ
の
こ
ろ
成
る
か
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
年
代
を
こ
こ
に
想
定
さ
れ
た
の
は
、
源
註
拾
遣
の
成
立
と
か

ら
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
調
べ
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、

嘗
て
直
接
お
訊
ね
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
博
士
の
お
話
で
は
、

昔
、
伏
屋
に
赴
か
れ
た



時
も
、
や
は
り
文
海
の
よ
う
に
、

一
部
を
ち
ら
り
と
見
せ
ら
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
古
書
売
立
て
の
時
に
、
こ
の
本
が
箱
ご
と
出
さ
れ
て
い
た
の
に

驚
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
折
も
十
分
に
調
べ
ら
れ
ず
に
い
た
が
、
た
だ
「
空
心
」
と
い
う
署
名
が
あ
っ
た
の
で
、
契
沖
自
筆
の
書
入
で
あ
っ
た
と
思

っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
行
方
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
本
は
現
在
円
珠
庵
蔵
書
が
一
括
寄
託
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
に
、
納
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
治
比
郁
夫
氏
が
、
ど
う
も
自
筆
で
は
な
い
ら
し
い
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る

契
沖
の
筆
跡
と
は
隔
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
相
当
数
の
帖
末
に
「
空
心
」
の
署
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
久
松
博
士
も
改
め
て
こ
れ
を
御
覧
に
な
り
、

嘗
て
の
古
書
売
立
て
で
御
覧
に
な
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
が
、
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
否
定
的
に
な
ら
れ
、
た
だ
「
空
心
」
と
い
う
署
名
が

い
か
に
も
重
み
を
持
つ
の
と
、
箱
書
に
「
養
珠
庵
旧
蔵
」
（
伏
屋
に
あ
っ
た
契
沖
の
寓
居
は
「
養
寿
庵
」
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
筆
跡
が
疑
わ
し
い
か
ら

と
は
言
え
、
内
容
上
の
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
後
目
、
私
は
数
日
間
大
阪
に
滞
在
し
て
、
調
査
に
従
っ
た
。

文
海
が
聞
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
古
い
一
つ
の
本
箱
に
入
っ
て
い
た
。
黒
ず
ん
だ
渋
茶
色
の
大
き
な
長
方
形
の
植
で
、
外
箱
の
寸
法
は
縦
コ
二
・
七
、
横
四

七
・
五
、
高
さ
二
九
・
五
セ
ン
チ
、
内
箱
は
側
面
が
く
り
抜
い
で
あ
っ
て
、
横
か
ら
手
が
さ
し
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
箱
の
表
中
央
に
、
縦
一
一
、
横

七
・
九
セ
ン
チ
の
白
紙
が
貼
つ
で
あ
り
、
「
養
珠
庵
蔵
／
契
沖
文
庫
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
丁
度
裏
側
に
当
る
外
箱
の
内
側
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
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の
紙
に
同
文
が
書
か
れ
て
貼
つ
で
あ
る
。
嘗
て
文
海
と
面
談
し
た
伏
屋
の
主
人
は
「
総
計
五
十
冊
以
上
」
と
言
っ
た
が
、
そ
の
後
若
干
侠
し
た
の
か
現
在
は
写

本
四
十
八
冊
で
あ
り
、
「
大
本
と
小
本
と
二
様
あ
っ
て
」
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
当
っ
て
い
た
。
全
体
を
見
た
と
こ
ろ
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
感
じ
で
は
あ
る
が
、

厳
密
に
言
え
ば
、
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
書
誌
学
で
言
う
用
語
と
は
幾
分
離
れ
て
、
そ
れ
ら
を
仮
に
小
本
、
中
本
、
大
本
、
桝
形
本
と
呼
ぶ
と
、
小
本
は
桐
壷

を
例
に
し
て
縦
一
二
・
一
、
横
二
ニ
・
九
セ
ン
チ
の
や
や
細
長
の
本
で
、
以
下
、
空
輝
、
紅
葉
賀
、
花
宴
、
榊
、
花
散
里
、
濡
標
、
蓬
生
、
絵
合
、
松
風
、
薄

雲
、
朝
顔
、
乙
女
、
玉
童
、
初
音
、
胡
蝶
、
蛍
、
常
夏
、
野
分
、
損
柱
、
梅
枝
、
藤
裏
葉
、
柏
木
、
横
笛
、
鈴
虫
、
御
法
、
幻
、
匂
宮
、
紅
梅
、
椎
本
、
夢
浮

橋
の
三
十
一
冊
が
こ
れ
に
当
る
。
装
丁
は
、
以
上
の
中
の
空
蝉
と
、
桝
形
本
一
冊
を
除
く
と
、
中
本
と
大
本
と
を
含
め
た
四
十
六
冊
が
袋
大
和
綴
で
、
或
る
時

期
に
補
修
さ
れ
、
大
低
は
元
表
紙
の
上
に
、
共
通
し
て
白
い
橋
紙
の
、
一
見
共
紙
の
よ
う
な
表
紙
が
全
部
に
付
け
ら
れ
た
上
、
同
一
筆
跡
で
、
巻
名
す
べ
て
が

漢
字
の
み
で
中
央
に
打
付
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
折
、
裁
断
も
さ
れ
た
よ
う
で
、
注
の
文
字
が
一
部
欠
け
て
し
ま
っ
た
。
な
お
空
蝉
は
、
連
歌
書
な
ど
と
は
異



な
っ
て
縦
長
で
は
あ
る
が
、

複
式
列
帖
装
に
後
か
ら
く
る
み
表
紙
を
つ
け
、

同
じ
く
白
の
こ
よ
り
で
大
和
綴
に
改
装
し
て
あ
る
の
で
、

小
本
の
中
で
は
寸
法

が
、
縦
横
ほ
ぼ
五
ミ
リ
程
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

中
本
と
呼
ぶ
の
は
夕
顔
の
巻
一
冊
で
、
縦
二
五
・
一
、
横
一
七
・
九
セ
ン
チ
、
つ
い
で
大
本
は
葵
の
巻
を
例
に
し
て
縦
二
七
、
横
一
二
・
六
セ
ン
チ
で
、
以

下
、
明
石
、
御
幸
、
若
菜
上
、
若
菜
下
、
タ
霧
、
竹
川
、
橋
姫
、
総
角
、
早
蕨
、
寄
生
、
東
屋
、
浮
舟
、
騎
蛤
、
手
習
の
十
五
冊
が
こ
れ
に
当
る
。
桝
形
本
は

帯
木
の
一
冊
で
、
縦
一
九
・
一
、
横
一
九
・
一
セ
ン
チ
で
あ
り
、
列
帖
装
、
料
紙
が
他
と
異
な
っ
て
斐
紙
で
あ
る
。
外
題
は
な
く
、
表
紙
に
「
寛
永
六
年
行
五
同
」

と
契
沖
が
生
ま
れ
る
十
一
年
も
以
前
の
年
号
が
書
か
れ
、
本
文
の
筆
跡
か
ら
も
別
の
本
と
見
え
る
が
、
朱
に
よ
る
書
入
が
他
と
同
筆
な
の
で
、
そ
れ
以
後
の
伝

来
は
等
し
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
要
す
る
に
、
こ
の
源
氏
物
語
四
十
八
帖
は
、
若
紫
、
末
摘
花
、
須
磨
、
関
屋
、
韓
火
の
六
帖
を
欠
く
伝
木
で
、
中
本

一
冊
、
桝
形
本
一
冊
を
除
い
て
は
、
小
本
三
十
一
冊
と
大
本
十
五
冊
と
に
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
体
、
何
故
に
大
き
さ
が
こ
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
全
く
詳
か
に
し
な
い
。
本
文
は
小
本
で
毎
半
葉
五
行
、
六
行
、
八
行
に
写
す
の
が
見
ら
れ
、
大
本
は
、

八
行
、
九
行
、
十
行
、
十
一
行
の
四
種
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
各
一
冊
の
中
本
は
七
行
、
桝
形
本
は
十
行
に
写
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
は
す
べ
て
改
行
一
字
下
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げ
で
あ
り
、
問
題
と
す
る
書
入
は
、
大
部
分
の
巻
に
朱
、
お
よ
び
墨
で
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。
朱
墨
い
ず
れ
の
書
入
れ
も
な
い
の
は
、
寄
生
、
浮
舟
、
蛸

蛤
、
夢
浮
橋
の
四
帖
で
、
宇
治
十
帖
の
大
略
後
半
に
当
る
か
ら
、
最
後
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
状
態
、
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

本
文
は
数
筆
に
分
け
ら
れ
る
が
、
朱
の
注
は
、
色
調
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
一
筆
と
思
わ
れ
る
。
片
仮
名
交
り
文
の
多
い
墨
注
も
ま
た
同
筆
に
見
え
る
が
、

朱
に
比
べ
て
、
施
さ
れ
て
い
る
巻
が
す
く
な
い
。
そ
し
て
こ
の
本
に
と
っ
て
最
も
注
目
す
べ
き
「
空
心
」
の
署
名
は
、
過
半
の
三
十
二
冊
の
尾
丁
の
、
本
文
末

行
に
つ
い
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
箱
書
と
併
せ
て
、
契
沖
と
の
関
連
は
い
よ
い
よ
濃
い
も
の
が
あ
る
。

文
海
が
伏
屋
で
一
部
を
見
、
話
に
聞
い
た
源
氏
物
語
の
契
沖
喜
入
本
が
こ
れ
を
指
す
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

「
契
沖
阿
閣
梨
文
庫
」
と
あ
っ
た
と
い
う
箱
書

も
、
常
に
契
沖
を
「
阿
闇
梨
」
と
呼
ぶ
文
海
の
な
ら
わ
し
か
ら
挟
入
さ
れ
た
か
、
そ
の

P
調
に
つ
れ
ら
れ
て
伏
屋
の
主
人
が
そ
う
言
っ
た
か
の
こ
と
で
、
問
題

と
す
る
に
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
海
が
見
せ
ら
れ
た
五
帖
は
す
べ
て
大
本
で
あ
っ
た
筈
で
、
婿
蛤
の
み
は
全
く
注
を
欠
く
が
、
総
角
に
は
朱
墨
の
書
入
が
、

早
蕨
で
は
墨
注
に
朱
の
合
点
、
句
点
が
、
東
屋
で
は
朱
注
の
み
が
見
ら
れ
、
手
習
で
も
極
く
僅
か
な
が
ら
、
朱
注
を
見
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
総
角
、
早
蕨
、



東
屋
の
三
帖
に
は
尾
丁
に
「
空
心
」
の
署
名
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
の
に
、
文
海
は
短
い
時
間
だ
っ
た
の
で
見
落
し
た
ら
し
い
。
円
珠
庵
に
は
頻
り
に
出
入
り
し

て
、
契
沖
の
筆
跡
に
は
通
じ
て
い
た
文
海
で
は
あ
っ
た
が
、
「
傍
註
の
朱
書
は
阿
闇
梨
の
書
風
に
見
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
も
、
細
か
い
字
で
あ
っ
た
か
ら
故
な

し
と
し
な
い
が
、
や
は
り
時
間
の
制
約
の
た
め
も
あ
っ
た
ろ
う
。

つ
い
で
な
が
ら
、
文
海
が
見
た
「
源
氏
物
語
に
小
註
を
加
え
た
小
形
の
写
本
（
端
本
）
が
一
冊
」
と
あ
る
の
は
、
以
上
の
本
と
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
文

海
は
契
沖
が
こ
の
「
小
冊
子
に
小
註
を
」
試
み
た
上
で
源
氏
本
文
へ
の
書
入
を
行
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
五
帖
の
方
を
「
源
氏
物

語
の
一
の
巻
を
一
冊
に
書
き
」
と
区
別
し
て
述
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
方
は
源
氏
の
本
文
に
傍
注
と
い
う
形
態
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
あ
る
い
は
、
源
偶
篇

の
上
巻
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
も
思
う
。
こ
の
本
で
あ
る
と
、
朝
日
版
契
沖
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
末
年
に
は
大
阪
の
殿
村
家
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
い

く
程
も
な
く
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
今
次
の
戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
現
に
穂
久
溜
文
庫
に
蔵
す
る
下
巻
に
よ
る
と
、
確
か
に

端
本
で
は
あ
る
も
の
の
決
し
て
「
小
形
の
」
「
小
冊
子
」
で
な
い
と
こ
ろ
が
心
も
と
な
い
。
源
偶
篇
で
あ
れ
ば
、
文
海
の
考
え
た
プ
ロ
セ
ス
は
逆
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
れ
は
そ
の
折
に
精
査
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
措
け
る
と
し
て
も
、
や
は
り
別
の
本
と
考
え
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
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す
こ
し
煩
わ
し
い
が
、
の
ち
の
調
査
の
参
考
の
た
め
、
内
容
の
検
討
に
入
る
前
に
、
各
巻
の
本
文
、
書
入
の
外
見
的
状
態
の
あ
ら
ま
し
を
一
帖
ご
と
に
誌
し

て
お
こ
う
。
欠
け
て
い
る
帖
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
の
に
、
巻
序
数
を
巻
名
に
冠
し
た
。

1 

桐
壷
（
改
装
表
紙
の
外
題
。
以
下
同
じ
）
。
小
本
、
本
文
六
行
。
現
表
紙
の
下
に
あ
る
元
表
紙
に
「
き
り
つ
ほ

一
巻
」
と
外
題
が
あ
り
、
そ
の
裏
か
ら

朱
注
は
じ
ま
る
。
傍
注
は
殊
ん
ど
朱
筆
な
が
ら
、
墨
で
引
歌
一
首
を
書
き
、
朱
で
な
ぞ
っ
て
あ
る
の
で
、
朱
で
統
一
を
計
ろ
う
と
し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
首

巻
の
た
め
か
、
虫
損
の
上
に
破
損
も
多
く
、
特
に
末
尾
四
丁
は
下
半
葉
分
ほ
ど
欠
け
て
い
る
の
で
、
「
空
心
」
の
署
名
の
有
無
は
不
詳
。

2

帯
木
。
桝
形
本
、
本
文
十
行
。
前
述
の
よ
う
に
表
紙
に
寛
永
六
年
云
々
の
墨
書
が
日
付
ま
で
あ
る
の
は
写
し
た
日
か
。
朱
注
が
全
体
に
ま
ば
ら
に
あ
る

が
、
本
文
を
段
落
に
区
切
り
、
そ
こ
に
合
点
を
施
し
て
、
「
一
た
ん
」
「
二
た
ん
」
と
注
記
し
て
い
る
の
が
、
他
の
巻
に
例
を
見
な
い
。
三
段
ま
で
注
記
し
て
再



び
一
段
に
戻
り
、
十
八
段
で
途
切
れ
て
い
る
。
本
文
五
十
九
丁
中
の
、
第
三
十
七
丁
表
で
終
っ
て
い
る
。
講
義
な
ど
の
聞
書
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
間
隔
が

区
々
と
し
て
い
る
の
が
不
審
で
あ
る
。
署
名
は
な
い
。
虫
損
甚
し
く
、
表
紙
は
離
れ
て
い
る
。

3 

空
蝿
。
小
本
、
八
行
。
元
表
紙
中
央
に
「
う
っ
せ
み
」
左
下
に
コ
ニ
巻
」
と
打
付
書
。
塁
注
を
朱
で
な
ぞ
っ
て
あ
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
墨
注
、
朱
注
の

順
で
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
空
心
の
署
名
あ
り
。
注
の
一
部
を
切
り
落
し
て
い
る
。

4 

夕
顔
。
中
本
、
七
行
。
元
表
紙
中
央
に
「
ゆ
ふ
か
ほ
」
左
下
に
「
四
巻
」
と
打
付
書
。
空
蝉
を
含
め
て
、
朱
墨
注
と
も
に
多
い
。
署
名
な
し
。

7 

紅
葉
賀
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
外
題
「
も
み
ち
の
が
」
と
あ
り
、
下
半
葉
ほ
ど
欠
損
し
て
い
る
が
、
「
巻
」
の
一
部
が
見
え
る
の
で
「
巻
七
」
と
打
付

書
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
字
へ
の
振
仮
名
を
頻
り
に
墨
で
加
え
て
い
る
が
、
傍
注
は
す
べ
て
朱
で
、
や
や
多
く
施
さ
れ
て
い
る
。
「
空
心
」
と
あ
る
。

8

花
宴
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
そ
の
裏
か
ら
墨
注
。
全
体
数
個
所
に
短
い
傍
注
を
見
る
の
み
で
、
朱
注
は
な
い
。
な
お
コ
克
表
紙
」
と
し

た
の
は
、
あ
る
い
は
元
来
遊
紙
で
、
そ
の
前
に
更
に
表
紙
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
以
下
同
様
に
述
べ
る
。

- 90ー

9 

葵
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
中
央
に
「
あ
ふ
ひ
九
」
と
あ
る
。
引
歌
な
ど
僅
か
な
朱
注
と
、
稀
に
朱
の
合
点
、
濁
点
を
見
る
。
署
名
な
し
。

10 

榊
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
な
し
。
二
箇
所
の
墨
注
と
、
朱
で
一
部
に
句
読
点
、
濁
点
を
施
す
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

花
散
型
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
外
題
「
花
ち
る
さ
と
」
、
墨
で
振
仮
名
あ
り
、
朱
の
傍
注
が
や
や
多
い
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

明
石
。
大
本
、
八
行
。
元
表
紙
を
欠
く
。
本
文
官
頭
数
丁
に
破
損
が
あ
り
、
特
に
最
初
二
丁
に
大
き
な
欠
損
が
あ
る
か
ら
、
落
ち
た
の
で
あ
ろ
う
。
わ
ず

13 11 か
の
墨
注
と
、
稀
に
朱
の
合
点
を
見
る
の
み
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

14 

濡
標
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
外
題
「
み
を
つ
く
し
」
、
朱
の
傍
注
が
多
い
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

15 

蓬
生
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
し
。
そ
の
裏
か
ら
朱
注
。
全
体
に
や
や
多
い
朱
注
と
、
わ
ず
か
な
墨
注
を
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

17 

絵
合
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
外
題
「
ゑ
あ
は
せ
」
、
元
表
紙
見
返
し
に
墨
注
。
朱
墨
い
ず
れ
の
注
も
や
や
あ
る
が
、
前
半
に
朱
が
多
い
。
後
半
、
墨
注

の
上
を
朱
で
一
部
な
ぞ
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

18 

松
風
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
し
。
裏
か
ら
朱
注
。
朱
墨
の
注
多
し
。

一
部
、
淡
褐
色
の
文
字
を
見
る
。
署
名
な
し
。



19 

薄
雲
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
薄
雲
」
、
更
に
遊
紙
一
丁
、
裏
よ
り
朱
注
。
朱
注
多
く
、
墨
注
な
し
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

朝
顔
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
外
題
「
あ
さ
か
ほ
」
、
そ
の
裏
よ
り
朱
注
多
く
あ
り
、
わ
ず
か
の
墨
注
も
見
る
。
一
部
、
墨
注
を
朱
で
な
ぞ
る
。
「
空
心
」

20 と
あ
り
。

21 

乙
女
。
小
本
、
五
行
。
元
表
紙
綴
目
あ
た
り
に
「
お
と
め
」
と
細
書
。
朱
注
の
み
多
く
を
見
る
。
署
名
な
し
。

22 

玉
髪
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
玉
か
つ
ら
」
、
裏
よ
り
墨
注
、
第
一
丁
に
引
歌
一
首
を
記
す
の
み
で
、

全
体
に
朱
注
が
多
い
。
注
の
一
部
が
切
り

落
さ
れ
て
い
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

初
音
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
は
つ
ね
」
、
裏
よ
り
全
体
に
朱
注
の
み
あ
り
。
署
名
な
し
。

23 24 

胡
蝶
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
こ
て
ふ
」
。
裏
よ
り
、
本
文
朱
の
み
を
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

蛍
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
源
氏
本
文
三
行
を
書
き
さ
す
。
遊
紙
か
。
そ
の
裏
に
墨
注
が
あ
っ
て
、
更
に
遊
紙
一
枚
、
裏
よ
り
本
文
ま
で
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25 朱
注
の
み
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

常
夏
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
裏
よ
り
本
文
に
朱
注
の
み
あ
り
。
署
名
な
し
。

26 28 

野
分
。
小
本
、
六
行
。
す
べ
て
常
夏
に
同
じ
で
、
「
空
心
」
と
あ
り
。

御
幸
。
大
本
、
八
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
、
全
体
に
多
く
を
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

29 31 

損
柱
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
ま
き
は
し
ら
」
、

更
に
扉
紙
一
丁
、
「
ま
き
は
し
ら
」

と
内
題
を
記
し
、
裏
よ
り
本
文
ま
で
朱
注
の
み
を
見
る
。

「
空
心
」
と
あ
り
。

32 

梅
枝
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
全
体
に
朱
注
の
み
多
い
。
署
名
な
し
。

藤
裏
葉
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
藤
の
う
ら
葉
三
十
三
」
、
更
に
遊
紙
一
丁
、
裏
よ
り
全
体
に
朱
注
の
み
あ
り
。
「
空
心
」
と
署
名
。

34 33 

若
莱
上
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
を
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

本
文
に
多
く
見
る
朱
注
は
色
が
著
し
く
明
る
い
。

あ
る
い
は
時
を
異

35 

若
菜
下
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
外
題
「
わ
か
な
下
」
、
遊
紙
一
丁
、
裏
に
朱
注
。



に
し
た
書
入
か
。
尾
葉
一
丁
に
墨
注
を
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

柏
木
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
か
し
わ
き
」
、
遊
紙
一
丁
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
あ
り
。
署
名
な
し
。

横
笛
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

鈴
虫
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
す
斗
む
し
三
十
八
」
、
朱
注
の
み
あ
り
。
署
名
な
し
。

37 36 38 39 

タ
霧
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

御
法
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
み
の
り
四
十
」
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

40 41 

幻
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
ま
ほ
ろ
し
」
、
遊
紙
一
丁
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

匂
官
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
に
ほ
ふ
宮
」
、
遊
紙
一
丁
、
そ
の
表
よ
り
朱
注
あ
り
、
全
体
に
多
く
施
さ
れ
て
い
る
。
署
名
な
し
。

紅
梅
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
か
う
は
い
四
士
こ
、
遊
紙
一
丁
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
を
見
る
。
「
空
心
」
と
あ
り
。
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42 43 44 

竹
川
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

橋
姫
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
あ
り
。
「
空
心
」
と
署
名
。

45 46 

椎
本
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
に
外
題
な
く
、
裏
よ
り
朱
注
の
み
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

総
角
。
大
本
、
十
一
行
。
元
表
紙
は
白
紙
。
本
文
前
の
三
分
の
一
ほ
ど
は
朱
注
、
中
ほ
ど
が
墨
注
、
以
下
は
注
を
欠
く
。
「
空
心
」
と
あ
り
。

早
蕨
。
大
本
、
八
行
。
元
表
紙
外
題
「
さ
わ
ら
ひ
」
、
遊
紙
一
丁
白
紙
。
朱
の
合
点
、
句
読
点
を
若
干
見
る
が
朱
注
な
し
。
第
七
丁
ま
で
墨
注
あ
り
。
「
空

47 48 心
」
と
署
名
。

49 

寄
生
。
大
本
、
十
行
。
元
表
紙
外
題
な
く
白
紙
。
注
は
一
切
な
く
、
「
空
心
」
と
あ
り
。

50 

東
屋
。
大
本
、
九
行
。
元
表
紙
外
題
「
あ
つ
ま
や
六
」
、
遊
紙
一
丁
白
紙
。
朱
注
の
み
や
ゃ
あ
り
。
「
空
心
」
と
署
名
。

浮
舟
。
大
本
、
八
行
。
元
表
紙
外
題
「
う
き
ふ
ね
」
、
遊
紙
一
丁
白
紙
。
注
一
切
な
く
、
「
空
心
」
と
あ
り
。

51 52 

婿
蛤
。
大
本
、
九
行
。
本
文
と
異
な
る
料
紙
の
遊
紙
一
丁
白
紙
。
注
は
一
切
な
く
、
署
名
も
な
し
。



53 

手
習
。
大
本
、
九
行
。
白
紙
一
丁
、
注
一
切
な
く
、
署
名
な
し
。

54 

夢
浮
橋
。
小
本
、
六
行
。
元
表
紙
外
題
「
夢
の
う
き
は
し
五
キ
四
」
、
遊
紙
一
了
白
紙
。
注
一
切
な
く
、
署
名
も
な
し
。

な
お
源
氏
物
語
の
本
文
は
青
表
紙
本
系
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
問
題
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
。

書
入
は
、
一
口
に
言
っ
て
湖
月
抄
注
記
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
初
学
的
な
、
本
文
の
主
語
な
ど
を
示
す
「
源
」
「
て
ん
し
心
」
「
か
う
い
の
詞
」
の
傍
注
は

屡
＝
見
る
と
こ
ろ
で
、
往
々
湖
月
抄
と
も
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
表
紙
も
し
く
は
遊
紙
の
裏
に
書
入
の
あ
る
こ
と
は
前
節
で
指
摘
し
た
通
り
で
、
こ
れ
ら

の
殆
ん
ど
は
、
そ
の
巻
に
関
す
る
総
論
的
内
容
が
語
ら
れ
る
。
比
較
的
長
文
の
橋
姫
の
巻
を
例
示
し
、
併
せ
て
、
湖
月
抄
か
ら
、
書
入
の
各
項
目
に
対
応
す
る

（
伏
屋
旧
蔵
書
入
）

注
の
部
分
の
み
を
対
照
し
て
－
記
し
て
み
よ
う
。
従
っ
て
湖
月
抄
の
引
用
文
は
そ
の
一
部
で
、
し
か
も
原
文
の
順
序
の
ま
ま
で
は
な
い
。

う
た
の
こ
と
は
を
も
っ
て
ま
き
の
な
と
す
也
。
う
ち
十
て
う
は
む
ら
さ

き
し
き
ふ
の
む
す
め
、
大
二
の
さ
ん
み
か
き
つ
ぎ
た
る
と
い
ふ
せ
つ
あ

り
。
さ
り
な
か
ら
も
ち
い
ず
。
う
ち
の
う
ち
は
わ
か
こ
に
た
り
。
あ
ふ
ち

ん
で
ん
わ
う
の
御
子
、
あ
ふ
さ
さ
き
の
御
子
は
、
な
に
わ
に
お
は
し
ま

す
。
わ
か
こ
と
申
。
御
と
与
を
く
ら
い
に
つ
け
玉
ふ
を
、
わ
か
こ
あ
に
宮

を
お
き
て
わ
か
く
ら
い
に
つ
か
ん
こ
と
い
か
ふ
と
て
、
さ
う
せ
ひ
し
給
け

り
。
さ
て
こ
そ
な
に
は
の
御
こ
御
く
ら
い
に
つ
き
給
ふ
。
に
ん
と
く
天
わ

う
こ
れ
な
り
。

一
う
ち
の
人
の
宮
、
源
し
の
す
ま
の
御
る
す
に
、
あ
し
き
き
さ
き
の
は
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（
湖
月
抄
注
抄
出
）

巻
名
以
v
歌
号
v
之
。
細
宇
治
十
帖
の
事
、
娘
の
大
弐
三
位
が
筆
と
い
へ

エ

ウ

ヂ

ワ

カ

コ

る
説
あ
り
。
師
説
不
v
用
v
之
。
細
宇
治
と
号
す
る
事
、
花
鳥
菟
道
稚
子
の

ヲ

ウ

ヲ

ン

ヲ

ホ

サ

、

ギ

事
を
ひ
け
り
。
花
応
神
天
皇
の
皇
子
兄
は
大
鶴
鵡
の
み
こ
と
と
申
を
さ
し

を
き
て
、
弟
の
菟
道
稚
子
を
春
宮
に
た
て
給
へ
り
。
兄
大
鶴
鶏
は
父
の
御

定
め
の
ご
と
く
弟
即
位
あ
れ
と
て
難
波
に
引
龍
り
給
へ
ば
、
弟
菟
道
稚
子

は
兄
に
位
に
つ
き
給
へ
と
て
、
宇
治
へ
引
退
き
給
：
：
：
久
し
く
生
て
天
下

ミ
サ
、
ギ

を
煩
は
さ
じ
と
て
態
と
か
く
れ
給
へ
り
。
き
て
宇
治
山
に
陵
し
て
大
鶴
鶏

終
に
位
に
つ
き
給
ふ
を
仁
徳
天
皇
と
申
き
。
菟
道
稚
子
は
兄
に
位
を
ゆ
づ

り
、
八
宮
は
冷
宮
院
に
東
宮
を
こ
さ
れ
給
ふ
共
に
本
意
を
遂
ず
し
て
宇
治



か
り
事
ゆ
へ
に
う
ち
に
こ
も
り
た
ま
ふ
な
り
。
わ
か
こ
に
に
た
り
と
也
。

に
の
が
れ
給
ふ
。
其
跡
似
た
る
上
、
共
に
兄
弟
の
事
な
れ
ば
為
ニ
宇
治
巻
4

一
此
ま
き
か
ほ
る
十
九
な
り
。
廿
一
の
ふ
ゆ
ま
で
の
事
み
へ
た
り
。

細
薫
十
九
歳
よ
り
廿
一
歳
の
冬
ま
で
の
事
み
え
た
り
。

（
朱
注
。
句
読
の
み
私
に
加
う
）

湖
月
抄
注
は
右
の
二
倍
程
も
あ
り
、
順
序
も
幾
分
異
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
に
関
し
て
は
す
べ
て
を
包
含
し
て
、
言
い
廻
し
に
も
類
似
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

大
体
に
、
主
人
公
の
年
令
、
巻
名
の
由
来
や
、
と
き
に
並
び
の
巻
そ
の
他
に
も
言
及
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
湖
月
抄
を
出
る
こ
と
が
な
い
。

源
十
六
才
の
な
つ
よ
り
十
月
ま
で
の
事
（
夕
顔
）

此
ま
き
は
し
ゅ
の
な
ら
ひ
也
。
み
を
つ
く
し
よ
り
ま
へ
の
こ
と
あ
り
。
源
ん
し
廿
五
六
か
ら
の
こ
と
あ
り
。
す
へ
の
こ
と
は
に
、
ふ
た
と
せ
は
か
り
ふ
る

み
や
に
な
か
め
玉
ふ
と
あ
り
。
（
蓬
生
）

源
舟
六
才
五
月
な
つ
の
事
あ
り
。
う
た
と
こ
と
は
を
も
っ
て
ま
き
の
な
と
す
也
。
（
蛍
）

に
ほ
ふ
宮
の
な
ら
ひ
、
あ
ふ
し
ゆ
か
ね
た
る
な
ら
ひ
。
は
る
の
事
あ
り
。
こ
と
は
を
も
っ
て
ま
き
の
な
と
す
。
か
ほ
る
廿
才
。
し
ひ
か
も
と
の
事
も
あ

七
八

り
。
ま
ほ
ろ
し
よ
り
此
ま
き
ま
て
十
六
ね
ん
か
と
し
月
久
し
き
な
り
（
紅
梅
）
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縦
、
横
の
並
び
を
音
読
し
て
、
「
し
ゅ
」
「
あ
ふ
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
総
じ
て
こ
の
書
入
が
漢
字
を
あ
ま
り
用
い
な
い
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
。
次
に
本

文
に
施
さ
れ
た
傍
注
を
見
ょ
う
。
桐
壷
の
巻
か
ら
、
注
釈
書
風
に
、
上
に
源
氏
本
文
を
あ
げ
、
ー
の
下
に
書
入
を
示
す
。

O
い
と
や
ん
こ
と
な
き
き
は
に
は
あ
ら
ぬ
か
ー
か
う
い
に
ち
ふ
な
き
ゅ
ヘ
也

O
は
し
め
よ
り
我
は
と
思
ひ
あ
か
り
給
へ
る
御
か
た
／
＼
｜
女
御
は
う
大
し
ん
の
こ
也

。
め
さ
ま
し
き
も
の
に
ー
か
う
い
を
に
く
む

O
い
と
あ
っ
し
く
な
り
行

l
か
う
い
わ
つ
ら
い

O
い
よ
／
＼
あ
か
す
あ
わ
れ
な
る
も
の
に
お
ほ
し
て
l
て
ん
し
心

ゅ
う
わ
う
由
主
き
＝
の
己
と

O
も
ろ
こ
し
に
も
か
L
る
事
の
お
こ
り
に
こ
そ
世
も
み
た
れ
ー
や
う
き
ひ
の
事
。
り
さ
ん
に
す
い
を
あ
け
る
は
、
は
う
じ
に
よ
る
し
よ
く
た
う
の
じ
ん



は
、
た
い
し
ん
の
た
め
、
よ
く
め
い
ひ
を
し
て
く
わ
て
き
を
に
せ
し
む
。
く
わ
が
う
は
も
と
か
ん
の
ち
う
し
ん

O
い
と
は
し
た
な
き
事

l
か
う
い
心

O
御
心
は
へ
た
く
ひ
な
き
を

l
か
う
い
心

O
ち
t
A

の
大
納
言
は
ー
か
う
い
の

。
い
に
し
へ
の
人
の
よ
し
有
に
て

i
は
与
の
す
ち
め
よ
き
人
と
也

O
お
や
う
ち
く
し

l
ふ
た
お
ゃ
あ
る
人
に
お
と
ら
す

O
は
か
／
＼
敷
お
う
し
ろ
み
な
け
れ
は
ー
か
う
い
に
あ
に
も
お
と
与
も
な
き
事

O
さ
き
の
世
に
も

l
て
ん
し
か
う
い
の

O
い
つ
し
か
と
心
も
と
な
か
ら
せ
給
ふ
て
l
か
う
い
御
さ
と
す
み
の
事
。
て
ん
し
の
心

O
此
御
子

l
源
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O
い
そ
き
ま
ひ
ら
せ
て
｜
い
み
あ
け
て
御
し
ゆ
た
い

。
此
き
み
を
は
！
源

O
わ
た
く
し
物
に
お
ほ
し
か
し
っ
き
給
事
｜
ひ
そ
う
の
も
の
な
ら
で
は
わ
た
く
し
も
の
に
せ
ぬ
也

以
下
は
省
略
し
て
、
引
歌
に
つ
い
て
は
別
に
こ
の
巻
の
す
べ
て
を
抄
出
し
て
お
こ
う
。

、、、円ママ
V

O
お
と
し
め
き
つ
を
も
と
め
給
人
は

l
そ
ね
む
人
あ
ま
た
と
い
ふ
心
也
。
な
を
き
く
に
ま
か
れ
る
え
た
も
あ
る
物
を
け
を
ふ
き
き
す
を
い
ふ
か
わ
り
な
き

、、、

O
な
く
て
そ
と
は
か
ふ
る
折
に
や
と
l
あ
る
と
き
は
あ
り
の
い
さ
み
に
に
く
か
り
き
な
く
て
そ
人
は
こ
ひ
し
か
る
ら
ん

O
み
た
て
ま
つ
る
人
さ
へ
露
け
き
秋
な
り

l
あ
き
か
せ
に
な
ひ
く
く
さ
は
の
つ
ゅ
よ
り
も
き
へ
に
し
人
を
な
に
ふ
た
と
へ
ん

、、、

O
や
み
の
う
つ
与
に
は
猶
お
と
り
け
り
｜
う
は
た
ま
の
や
み
の
う
つ
斗
は
き
た
か
な
り
ゆ
め
に
い
く
ら
も
ま
さ
る
へ
き
な
り

O
月
影
は
か
り
そ
八
重
む
く
ら
に
も
さ
わ
ら
す
｜
と
う
人
も
な
き
や
と
な
れ
と
く
る
は
る
は
や
ヘ
む
く
ら
に
も
さ
は
ら
さ
り
け
り



O
松
の
お
も
は
ん
事
た
に
は
つ
か
し
う

i
世
の
中
に
あ
り
と
し
ら
れ
し
た
か
き
こ
の
ま
つ
の
お
も
は
ん
こ
と
も
は
っ
か
し

O
ゑ
に
か
け
る
や
う
き
ひ
の
か
た
ち
は

l
花
と
り
の
い
ろ
ね
に
つ
け
て
お
も
ふ
に
も
た
く
ひ
な
か
り
し

λ
の
お
も
か
け

且

き

ふ

ょ

う

ひ

ゃ

う

O
大
液
の
芙
蓉
未
央
の
柳
も

l
た
い
ゑ
き
の
ふ
や
う
ひ
ゃ
う
の
ゃ
な
き
、
ふ
や
う
は
お
も
て
の
ご
と
し
、
ゃ
な
ぎ
は
ま
ゅ
の
ご
と
し
。
こ
れ
に
よ
っ
て
い

か
ん
の
な
み
た
を
た
れ
さ
ら
ん

O
あ
く
る
も
し
ら
て
と
ほ
お
し
出
る
に
も
｜
玉
す
た
れ
あ
く
る
も
し
ら
て
ね
し
物
を
ゆ
め
に
も
見
し
と
思
ひ
か
け
き
や

以
上
す
べ
て
朱
注
で
あ
る
が
、
最
後
の
例
の
み
は
墨
の
上
を
朱
が
な
ぞ
り
書
き
し
て
い
る
。
内
容
的
に
湖
月
抄
を
出
な
い
こ
と
、
ま
た
例
を
あ
げ
て
示
す
ま

で
も
な
い
が
、
湖
月
抄
を
出
な
い
こ
と
が
、
契
沖
書
入
を
否
定
す
る
理
由
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
源
偶
篇
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
源
偶
篇
以

前
、
即
ち
四
十
六
歳
よ
り
遥
か
以
前
の
若
い
契
沖
が
湖
月
抄
に
よ
っ
て
源
氏
を
学
び
、
あ
り
あ
わ
せ
の
写
本
に
そ
れ
を
要
約
し
た
り
、

一
部
を
採
っ
て
書
入
れ

た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
「
空
心
」
と
署
名
の
あ
る
こ
の
本
が
そ
れ
で
あ
る
可
能
性
が
完
全
に
な
い
と
は
言
え
な
い
。
筆
跡
も
稚
い
も
の
を
見

る
こ
と
は
、
宝
山
寺
蔵
の
聖
教
類
奥
書
を
見
て
も
経
験
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ど
う
も
蹄
に
落
ち
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
い
ず
れ
の
引
歌
も
典
拠
を
一
切
示
し
て
い
な
い
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
桐
壷
の
巻
に
限
ら
ず
、
全
体
的
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
現
存
す
る
契
沖
の
注
釈
書
は
も
と
よ
り
、
書
入
本
の
方
法
と
全
く
相
容
れ
な
い
。
契
沖
の
注
釈
の
本
質
を
一
口
に
言
う
の
は
危
険
に
せ
よ
、
そ
の
柱
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の
一
つ
に
、
典
拠
の
例
示
、
羅
列
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
、
契
沖
ひ
と
り
に
限
っ
た
傾
向
と
は
言
え
な
い
が
、

一
つ
の
言
葉
の
解

釈
で
も
、
例
歌
、
例
文
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
解
く
と
い
う
趣
き
が
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
作
品
に
あ
る
歌
か
文
か
の
典
拠
は

重
要
な
意
味
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
は
、
例
歌
さ
え
あ
げ
れ
ば
、
出
典
に
は
関
心
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
湖
月
抄
で
は
勿
論
そ
れ
ぞ
れ
の
典

拠
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
依
り
な
が
ら
、
出
典
は
故
意
に
省
い
た
と
し
か
思
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
く
ら
若
年
で
も
、
契
沖
の
も
の
と
は
思

い
に
く
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
漢
字
、
漢
文
の
引
用
を
皆
ひ
ら
仮
名
書
き
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
周
の
幽
王
が
褒
事
を
寵
し
た
故
事
は
湖
月
抄
所
引
の
細
流

抄
注
に
も
引
か
れ
て
い
る
し
、
長
恨
歌
に
至
っ
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
中
国
の
固
有
名
詞
を
こ
の
よ
う
に
仮
名
に
改
め
て
は
、
紛
ら
わ
し
く
わ
か
り
に
く



い
。
こ
れ
も
意
識
的
に
、
仮
名
書
き
の
物
語
ゆ
え
に
改
め
た
か
と
推
察
す
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
夙
に
僧
籍
に
入
り
、
経
文
、
従
っ
て
漢
字
に
親
し
ん
だ
契
沖

と
し
て
は
、
こ
れ
も
若
年
だ
か
ら
と
言
っ
て
容
認
で
き
そ
う
に
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
固
有
名
詞
に
限
ら
ぬ
こ
と
は
、

さ
き
の
並
び
の
「
し
ゅ
」
「
あ
う
」

で
も
見
た
通
り
で
、
他
の
巻
で
も
、
「
く
わ
ん
も
ん
（
願
文
）
」
「
ふ
ん
へ
つ
（
分
別
）
」
な
ど
枚
挙
に
温
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

湖
月
抄
の
影
響
が
濃
い
と
述
べ
た
源
偶
篇
に
し
て
も
、
以
上
の
傾
向
は
い
さ
さ
か
も
見
ら
れ
な
い
。
遊
仙
窟
、
日
本
紀
な
ど
の
訓
を
、
和
語
解
釈
の
傍
証
に

持
ち
出
し
て
い
る
の
な
ど
、
後
の
傾
向
の
芽
ば
え
が
顕
現
し
て
い
る
。
長
恨
歌
を
含
む
漢
文
や
、
記
録
の
引
用
が
漢
字
を
以
て
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

た
だ
、
仮
名
遣
い
に
な
る
と
、
源
偶
篇
は
あ
や
し
げ
で
あ
っ
て
、
後
年
、
こ
の
方
面
で
功
を
積
み
、
自
信
を
注
記
ま
で
し
て
古
今
余
材
抄
や
勢
語
臆
断
を
執
筆

し
た
契
沖
の
本
領
は
ま
だ
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
貞
享
二
年
の
契
沖
の
用
字
法
を
見
る
上
で
興
味
あ
る
自
筆
本
と
言
え
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、

一
方
、
こ

ち
ら
の
源
氏
物
語
書
入
本
の
仮
名
遣
が
、
更
に
源
偶
篇
の
比
で
は
な
く
乱
れ
て
い
る
の
は
、
例
文
を
見
れ
ば
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

契
沖
に
も
稚
い
時
期
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
に
は
、
説
明
し
切
れ
な
い
も
の
を
こ
の
書
入
は
語
っ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
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る
。
契
沖
年
譜
を
見
、
成
長
を
辿
る
中
で
、
こ
れ
が
い
ず
れ
の
年
に
も
定
着
し
が
た
い
よ
う
に
思
う
。
空
心
な
る
署
名
が
、
ま
さ
し
く
契
沖
を
意
味
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
本
は
契
沖
手
沢
本
と
考
え
る
ほ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
す
る
と
、
契
沖
が
親
し
く
播
い
た
本
に
、
書
入
を
自
身
し
て
い
な
い
の
が

不
審
で
あ
る
。
署
名
ま
で
し
て
い
れ
ば
書
入
自
在
の
本
で
あ
っ
た
ろ
う
に
、
い
ず
れ
に
し
て
も
問
題
は
残
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
の
「
空
心
」
を
契
沖

と
は
別
の
後
人
か
、
と
す
る
臆
測
は
、
伝
来
の
上
か
ら
見
て
、
ま
た
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
源
註
拾
遺
と
比
較
し
て
、
契
沖
の
源

氏
学
の
成
長
過
程
を
追
求
す
る
上
の
材
料
と
な
し
が
た
い
ば
か
り
で
な
く
、
源
偶
篇
と
比
較
す
る
の
に
も
、
接
点
が
見
つ
け
に
く
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
源
氏
は

長
篇
で
あ
り
、
書
入
も
多
い
の
で
、
私
の
調
査
の
不
行
届
が
後
に
改
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
が
、
今
の
段
階
で
は
、
以
上
の
結
論
に
達
し
て
し
ま

ぅ
。
若
沖
た
ち
が
見
た
、
源
氏
物
語
契
沖
書
入
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
近
古
書
店
で
、
戦
前
の
古
書
目
録
を
見
つ
け
た
。
巌
松
堂
書
店
古
典
部
が
昭
和
十
六
年
四
月
に
発
行
し
た
新
収
古
典
籍
発
売
目
録
「
古
典
」
第
三
号
で
あ

る
。
こ
の
二
五
頁
に
「
契
沖
書
入
本
『
源
氏
物
語
』
美
濃
五
十
四
冊

参
百
円
」
と
あ
っ
た
。
あ
い
に
く
写
真
が
載
っ
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
説
明
文
が



添
え
で
あ
っ
た
。

承
応
版
本
に
毎
冊
内
表
紙
に
先
づ
源
氏
の
年
時
を
記
し
本
文
に
於
て
は
一
語
一
句
と
雌
も
荷
し
う
せ
ず
、

一
々
其
の
意
義
前
後
の
関
係
大
意
語
意
を
解

剖
考
証
し
て
傍
書
頭
註
し
、
書
入
其
の
偉
が
源
氏
語
葉
の
研
究
書
で
あ
り
、
源
氏
の
全
般
的
な
内
容
研
究
書
と
し
て
の
形
式
を
具
備
せ
り
。
而
も
其
書
入

は
一
再
に
止
ら
ず
幾
度
か
含
味
考
究
を
経
た
る
も
の
に
て
前
図
書
入
れ
し
も
の
を
後
度
消
除
改
訂
せ
し
箇
所
も
少
か
ら
ず
あ
り
。
本
表
紙
完
全
。

承
応
板
本
と
あ
る
か
ら
に
は
、
ま
ず
伏
屋
旧
蔵
本
で
な
い
。
契
沖
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
全
く
疑
っ
て
い
な
い
書
き
ぶ
り
に
、
多
少
の
不
安
が
な
い
で
は
な
い

が
、
三
百
円
と
い
う
価
格
は
、
当
時
と
し
て
な
か
な
か
の
水
準
で
あ
る
。
同
じ
目
録
に
、
嵯
峨
本
の
伊
勢
物
語
が
三
五

O
円
で
出
て
い
る
し
、
寛
永
頃
の
伊
勢

の
写
本
で
は
三
十
円
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
奥
書
は
な
い
ら
し
い
が
、
厳
松
堂
と
し
て
は
自
信
を
持
っ
た
値
段
な
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
内
容
の
説
明

で
あ
る
。
特
に
「
書
入
は
一
再
に
止
ら
ず
」
以
下
が
い
か
に
も
契
沖
の
方
法
で
あ
る
。
考
証
が
多
い
ら
し
い
の
も
契
沖
に
似
つ
か
わ
し
い
。
書
店
が
加
え
た
広

告
文
と
し
て
も
、
事
実
の
あ
り
ょ
う
は
記
さ
れ
て
い
る
通
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
契
沖
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
、
こ
れ
こ
そ
契
沖
自
筆

昭
和
十
六
年
と
言
え
ば
、
当
然
、
久
松
博
士
も
気
づ
か
れ
て
良
い
筈
で
あ
る
の
に
、
つ
い
ぞ
伺
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
ら
も
学
界
へ
の
報
告
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書
入
本
源
氏
物
語
に
違
い
な
い
と
思
わ
せ
る
。
是
非
に
も
見
た
い
の
で
あ
る
。

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
や
が
て
戦
争
に
入
っ
た
の
で
あ
る
い
は
戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
か
と
不
安
で
も
あ
る
。
っ
て
を
頼
っ
て
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
当
時
厳
松
堂
古
典
部
に
従
事
し
て
い
た
者
三
名
の
内
、
二
人
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
健
在
の
S
氏
に
よ
う
や
く
辿
り
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
氏
も
そ
の

本
に
は
確
か
に
記
憶
が
あ
る
と
、
値
段
ま
で
言
わ
れ
た
。
し
か

L
売
却
先
は
し
か
と
記
憶
が
な
く
、
恐
ら
く
四
つ
の
内
に
入
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
三
十
五
年

も
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
尊
経
関
文
庫
、
一
つ
は
国
学
院
大
学
、
一
つ
は
源
氏
学
者
で
あ
っ
た
故
人
の
I
博
士
、
も
う
一
つ
は
書
誌
学
者
K
博
士
が
知

合
い
の
大
和
の
人
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
経
過
を
細
か
く
語
っ
て
も
致
し
方
が
な
い
。
そ
れ
ら
を
、
知
己
の
方
を
通
し
て
一
つ
づ
っ
調
べ
て
頂
い
て
は
み
た

が
、
要
す
る
に
、
往
時
砂
だ
と
し
て
今
ま
で
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。

源
註
拾
遺
の
元
に
な
っ
た
書
入
本
は
、
湖
月
抄
を
台
本
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
契
沖
が
源
氏
物
語
の
注
釈
を
志
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
他

の
注
釈
書
へ
の
源
氏
の
引
用
が
多
い
こ
と
で
も
想
像
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
長
篇
で
あ
っ
た
故
か
、
湖
月
抄
批
判
と
も
言
う
べ
き
源
註
拾
遣
を
草
し
た
の
が



晩
年
で
あ
り
、
独
立
し
た
源
氏
物
語
の
注
釈
書
が
遂
に
成
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
従
っ
て
、
書
入
本
の
源
氏
、
そ
の
台
本
が
通
行
の
板
本
で
あ

れ
ば
、
古
今
六
帖
の
例
な
ど
か
ら
考
え
て
契
沖
に
似
つ
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
湖
月
抄
の
論
及
に
か
か
づ
り
あ
わ
な
い
創
見
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
な
い
も
の
を
と
か
く
考
え
め
ぐ
ら
し
で
も
仕
方
が
な
い
が
、
契
沖
の
書
入
本
が
今
次
の
戦
災
か
ら
焼
失
を
免
か
れ
て
無
事
い
ず
れ
か
に
存
在
し
、
世
に

紹
介
さ
れ
る
日
の
あ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。
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